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クラウド アプリケーション プラットフォームの条件

概　要 JBoss Enterprise Application Platform 6は、単にJava EE6の仕様に完全準拠したアプリケーションサーバーとして
リリースされただけではなく、次世代のアプリケーションプラットフォームの基準となるクラウドアプリケーションプ
ラットフォームという新しい製品カテゴリのミドルウェアとして登場した。

本ホワイトペーパーでは、次世代のクラウドプラットフォームのあるべき姿とその環境に求められる要件を
整理し、アプリケーションプラットフォームがクラウドアプリケーションプラットフォームに成り得る10の条
件を明らかにする。そして、レッドハットのクラウド戦略をまとめ、今回リリースされた JBoss Enterprise 
Application Platform 6が如何にクラウドアプリケーションプラットフォームとして最適化されているかを
示す。また、今後、企業アプリケーションがクラウドアプリケーションプラットフォームで構築されるべき理
由とレッドハットのソリューションの価値について解説する。

jp.redhat.com

～JBoss Enterprise Application Platformがクラウドに最適である10の理由～
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2012年夏、レッドハットは、JBoss Enterprise Application Platform 6（以降、JBoss EAP 6）をリリースし
た。この新しいバージョンは、これまでのJava EEアプリケーションサーバーの位置づけや考え方を大きく
進化させ、これからのIT環境に相応しい「クラウド対応アーキテクチャ」を完成させた新しい製品市場の先
駆けとなるアプリケーションプラットフォームを提供する。その価値は、軽量化と高速化、スケーラビリティ
において、クラウド環境に最適化させるという革新を実現したことである。

企業のIT環境がオープン化に向かって約20年が経ち、オープン系のアプリケーションプラットフォームとし
て台頭してきたJava EEアプリケーションサーバーの歴史も十数年になる。IT環境は、十数年に一回の大き
なパラダイムシフトを迎えており、その都度、アプリケーションプラットフォームは、このパラダイムシフトに
適用すべく新しいアーキテクチャを生み出してきた。オープン系OLTPやJava EE、.NETはその代表的なソリ
ューションである。近年では、BPM（Business Process Management）基盤やSOA基盤もアプリケーション
プラットフォームが提供すべき機能の一部として考えられている。このようなアプリケーションプラットフォ
ームの進化は、他方でアプリケーションプラットフォームに必要以上の様々な機能が沢山盛り込まれ、結果
的にアプリケーションプラットフォームの肥大化を招いてしまい、いわゆる”重量級”アプリケーションサー
バーと揶揄されている側面もある。

一方ここ数年のクラウド化に対する様々な技術の進歩は、十数年に一回の新しいIT環境のパラダイムシフ
トを引き起こしていることに間違いない。これからの企業のIT環境やアプリケーションプラットフォームを
考えるうえで、この”クラウド化”というIT環境のパラダイムシフトの性質を理解し、”クラウドに対応したアプ
リケーションアーキテクチャ”を考える必要がでてきている。このような状況の中、JBoss EAP 6 は、まさに
この”クラウド対応アーキテクチャ”という変貌を成し遂げた「クラウドアプリケーションプラットフォーム」と
して新しく誕生した。そのキーワードが”軽量”かつ”高速”である。さよなら”重量級”アプリケーションサーバ
ー、ようこそクラウドアプリケーションプラットフォーム。本ホワイトペーパーでは、これまでのオンプレミス
環境とクラウド環境の考え方の違いを整理し、クラウドアプリケーションプラットフォームに求められる10
の条件を考察する。さらに、今回リリースされたJBoss EAP 6がクラウドアプリケーションプラットフォーム
である理由についてまとめる。

さよなら ”重量級” アプリケーションサーバー、
　　　　ようこそ クラウドアプリケーションプラットフォーム

次世代クラウドプラットフォームのあるべき姿とその条件
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● サーバーリソースの効率的な使用
「使った分だけ課金」というクラウド環境の特性上、利用するサーバーリソースは、効率良く運用され
ることが望ましい。セットアップするソフトウェアが必要とするディスク容量は、準備する仮想ハードデ
ィスクの容量の決定に強く影響し、システム処理に対するCPUの占有率やメモリ使用率は、仮想CPU
の数や仮想サーバーに割当てる仮想メモリの容量に大きく影響する。このようなクラウド環境では、
過剰なサーバーリソースをシステムに割当てることなく、必要に応じて必要なリソースを追加し、それ
ぞれのサーバーリソースを適切にかつ効率良く稼働させることで、最適なIT環境を最適なコストで運
用することができるようになった。つまり、サーバーリソースをどれだけ効率的に使えているかが、ク
ラウド環境の重要な指標なのである。

● 水平方向のスケーラビリティ
クラウド環境は、垂直方向のスケーラビリティより水平方向のスケーラビリティの方が好ましいケー
スが多い。垂直方向のスケーラビリティとは、仮想CPUの数を増やしたり仮想メモリを増強したりする
など１台の仮想サーバー処理能力を高めることを指す。それに対し、水平方向のスケーラビリティと
は、同時に利用できる仮想サーバーの数を一時的に増やすことで処理能力を高める拡張性のことを
指す。垂直方向のスケーラビリティを高めるには仮想サーバーを一時的に停止する必要があるが、水
平方向のスケーラビリティを高めるには、サービスを停止することなく動的に仮想サーバーを追加す
ることができるため、システム全体の運用効率が高まる。クラウド環境は、このような水平方向のスケ
ーラビリティ、つまり、動的な仮想サーバーリソースの追加、削除が柔軟に対応できる伸縮性能（
Elastic Scalability）がその魅力でもある。しかし、この伸縮性能を活用するときも常に追加コストが
発生していることを忘れてはならない。機敏でスケーラブルな伸縮性能を提供できるIT環境は、クラ
ウド環境の活用力を高める一方で、クラウド環境を利用するコストには注意する必要がある。

留まるところを知らないCPUやハードウェアの高性能化、大容量メモリの登場、ネットワークの高速化は、
様々なサーバーリソースを個々に分割し仮想的に利用できるというIT環境の変化をもたらした。個々の仮
想環境は、企業が自社内の共通環境として構築したプライベートクラウド、外部のサービス提供者により構
築されたパブリッククラウド環境にその拡がりを見せている。一方で、このような企業IT環境のクラウド活
用への変化は、これまでのオンプレミス中心の企業IT環境の常識を大きく変えなければならない点がいく
つかあることにも注意したい

オンプレミス環境とクラウド環境の違い

● 使った分だけ課金
クラウド環境の拡がりは、企業IT環境に”購入”から”使用”という考え方の変化をもたらしている。これ
まで多くの企業IT環境は、個々の企業や部門が必要なITリソースそのものを購入するという方式でIT
環境の充実を図ってきた。しかし、近年のハードウェアを含む仮想化技術の進歩により、今では企業
にあるほとんどのITリソースを仮想的に分割して利用することができるようになった。また、余剰にな
りつつあるITリソースを複数のシステムで効率良く共有できる環境の構築が非常に簡単になった。具
体的には、必要なCPU数とメモリやストレージの容量などをパラメータで指定するだけで、求めるサ
ーバー環境を瞬時に構築できてしまうのである。このように構築したサーバー環境のCPU数やメモリ
は必要に応じて増やすこともできるため、サーバー処理能力を高めることも比較的容易である。しか
し、このようなクラウド方式は、“使った分だけ支払う”という、いわゆる従量制課金の概念を産み出し
、結果的にどれだけのITリソースをどれくらいの期間利用するかを事前に十分に検討しなければなら
ないという新しい常識が追加された。
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このようなIT環境のクラウド活用への変化により、企業のアプリケーションプラットフォームもその対応を
求められている。潤沢なCPUパワーやメモリ割当てのもとで機敏に動作したオンプレミス環境でのアプリ
ケーションプラットフォームを仮想環境やクラウド環境に移設した場合、オンプレミス環境と同じような
CPUパワーと大容量のメモリの割り当てが必要なようでは、クラウド環境への移設価値を半減させる。実際
にはクラウドというIT環境のパラダイムシフトは、企業のアプリケーションプラットフォームそのものにも、
アーキテクチャの変化をも求めてきているのである。事実、2012年 米国ガートナーによる調査では、2014
年までに、主要な企業のアプリケーションサーバーのすべてが「クラウド対応を可能にするアーキテクチャ
」を持つようになるだろうと予測している。

“クラウド対応”に迫られるアプリケーションプラットフォーム

2014年までに、主要な企業アプリケーションサーバーの全てが、クラウド対応を可能に
するアーキテクチャーを持つようになるだろう。

SOURCE Predicts 2012 
Cloud and In Memory Drive Innovations in Application Platforms

Gartner 2012

このようにクラウド環境の活用は利便性が高く運用コストの観点からもメリットが大きいように見えるが、
従来のオンプレミス環境では考えていなかった新しい観点に注意を払う必要がある。オンプレミス環境で
は、ハードウェアやネットワークの増強が比較的困難であることから、稼働させるアプリケーションの約5年
先や繁忙期のピーク時の処理能力を見越して各種リソースのサイジングを行い、必要なハードウェアを調
達する。しかし実際には、CPUの処理能力を十分に使い切れていなかったり、メモリやハードディスクが余
っていたりしているケースがしばしば見受けられる。この点でクラウド環境は柔軟なソリューションを提供
するが、一方で、”購入”から”使用”という考え方の違いは、サーバーリソースの効率的な使い方について、
これまで以上に十分な検討が求められるようになってきている。

この「アプリケーションサーバーがクラウド対応を可能にするアーキテクチャを持つ」とは、前述で示してい
るようなクラウド環境に望ましいアプリケーションアーキテクチャを持ったプラットフォームのことを言って
いる。しかし、このガートナーが示した予測は、「これまでのアプリケーションサーバーはクラウド対応アー
キテクチャでない」とも言い換えることができる。それでは、現在のアプリケーションプラットフォームのど
のような点がクラウド対応アーキテクチャではないのだろうか？

● アプリケーションサーバーが必要とするリソース
近年のアプリケーションサーバーは、提供する機能が高機能化するとともにアプリケーションプラット
フォームそのものが肥大化してきている。オンプレミス環境では、高性能なCPUや豊富なメモリのも
と、重量級と評されているアプリケーションサーバーも軽快に動作している。しかし、これらのアプリ
ケーションサーバーを軽快に動作させるために数GBのメモリ割り当てが必要であったり、比較的規
模の小さいアプリケーションを動作させるだけでも、起動に数分もの時間が必要になったりしている
。仮想環境やクラウド環境では、CPUやメモリは必要な分だけを適切に割当てる（使った分だけ課金）
ため、アプリケーションプラットフォームそのものに割当てるリソースは最小限にすることが望ましい
。つまり、クラウド環境でこれまでのような重量級アプリケーションサーバーを動作させるより、軽量
級アプリケーションサーバーの方が中長期的なランニングコストという観点で効率的である。

● 伸縮性、機敏性
クラウド環境では、水平方向のスケーラビリティに対して柔軟な伸縮性能を実現することに、その価
値が求められる。しかし、オンプレミス環境が想定されている既存のアプリケーションプラットフォー
ムは、この伸縮性が良くない。これまでのアプリケーションプラットフォームでは、対象の業務アプリ
ケーションのトランザクションが増加傾向にあるとき、新しいアプリケーションプラットフォームへの
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リソース追加は、様々なパラメータ設定や機器の準備などに手間取り、瞬時の追加は難しい。また、小
さなアプリケーションを動作させるだけでも必要以上の長い起動時間のため、アプリケーションプラ
ットフォームの機敏性を阻害する傾向がある。クラウド対応と称されるアプリケーションプラットフォ
ームは、この水平方向へのスケーラビリティや伸縮性、機敏性に対応できなければならない。

● ハイブリッドクラウドへの対応
企業アプリケーションがクラウド環境に移設された場合でも、すべての企業システムが１つのクラウ
ド環境に構築されることは考えづらい。ほとんどのケースでは、何らかのオンプレミス環境のアプリケ
ーションとプライベートやパブリックなクラウド環境を併用することになるだろう。事実、IDCのレポー
トでは、多くの企業がハイブリッドクラウドな環境を必要としているという報告がある。

一方、アプリケーションプラットフォームの観点からオンプレミス環境とクラウド環境をハイブリッド
で併用するには、単なるシステム連携を実現すれば良いだけのケースもあれば、アプリケーションの
移設先としての環境や伸縮性を活かした一時的な環境として利用する場合が考えられる。つまり、ク
ラウド対応のアプリケーションプラットフォームは、ハイブリッドなクラウド環境を実現するために、
オンプレミス環境とクラウド環境において一貫したIT基盤が提供されるべきである。

ハイブリッドクラウドが求められている

このように従来のアプリケーションプラットフォームは、オンプレミス環境での潤沢なサーバーリソースの
もとで軽快に動作することが前提であった。そのため、アプリケーションプラットフォームそのもののアーキ
テクチャがクラウド環境やハイブリッドクラウド環境を想定する構造に必ずしも適していると言えない。つ
まり、企業のIT環境がクラウド環境にパラダイムシフトしている中で、これまでのアプリケーションプラット
フォームは、オープンであったとしてもレガシー基盤になりつつあることに気付かなければならない。”クラ
ウド対応アーキテクチャ”として求められるのはハイブリッドクラウド環境を実現する次世代のアプリケー
ションプラットフォーム、つまり、クラウドアプリケーションプラットフォームなのである。

それでは次に、これまでの想定とその他のクラウドの特性を踏まえ、次世代アプリケーションプラットフォー
ムであるクラウドアプリケーションプラットフォームに求める条件について探ってみる。

jp.redhat.com

パブリッククラウドプライベートクラウド 物理サーバ
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クラウド環境やこれからの企業IT環境におけるクラウド活用を踏まえて、クラウド対応されたアプリケー
ションプラットフォーム、つまり、クラウドアプリケーションプラットフォームに求める10の条件について、
以下のようにまとめる。以下のようにまとめる。

1. Java EE対応であること
クラウドアプリケーションプラットフォームが新しいカテゴリのアプリケーションプラットフォームだ
からといって、全く新しいアプリケーションアーキテクチャを開発者に強いることはできない。
やはり、クラウドアプリケーションプラットフォームは、過去10年以上、オープン系アプリケーションプ
ラットフォームを支えてきたJava EEに対応していることは必須要件である。クラウドアプリケーショ
ンプラットフォームがJava EEに対応していることで、既存のオンプレミス環境にあるJava EEアプリ
ケーションをプライベートやパブリックなクラウド環境に移設することができるようになる。また、クラ
ウドアプリケーションプラットフォームがJava EEに対応していることで、オンプレミス環境からクラウ
ド環境まで一貫したアプリケーションプラットフォームを構築することができる。

2. 軽量であること
クラウドアプリケーションプラットフォームは、軽量でなければならない。なぜなら、クラウド環境は潤
沢なサーバーリソースを割り当てるこれまでのような利用環境ではなく、仮想CPUの数やメモリ割当
てを効率良く行うことが必要な環境であり、サーバーリソースに対するコストが従量課金制になるか
らである。アプリケーションプラットフォームそのものを軽快に動作させるために、大量のサーバーリ
ソースを割当てなければならないのでは、クラウド環境を利用する意味が半減する。
さらに、もし、アプリケーションプラットフォームの機能で不必要なものがあれば、その機能を取り除
くことができるようなアプリケーションプラットフォーム自身のモジュール化構造により、究極的な軽
量化を図れるアーキテクチャを提供していることが望ましい。

クラウドアプリケーションプラットフォームに求める10の条件

3. 機敏かつ高速であること
クラウドアプリケーションプラットフォームは、機敏かつ高速でなければならない。ここでいう高速と
は、レスポンスタイムやトランザクション処理に対するスループットだけではなく、アプリケーション
プラットフォームの起動時間や停止時間が高速であることをさす。また、このような高速性能は、水平
方向のスケーラビリティに対して機敏に対応させる点でも重要になる。なぜなら、クラウドアプリケー
ションプラットフォームは、必要な時に必要な分だけのインスタンス展開が必要とされているため、こ
れまでの重量級と言われてきたアプリケーションプラットフォームのように１つのサーバー起動や停
止に長い時間をかけることは望ましくない。クラウドアプリケーションプラットフォームは、一瞬で起
動し、瞬く間にアプリケーションサービスが展開できる機敏な環境を提供できることが望ましい。

4. 水平方向のスケーラビリティ、伸縮性能への対応がされていること
クラウドアプリケーションプラットフォームは、クラウド環境の利点である水平方向のスケーラビリテ
ィにも対応できなければならない。従来のアプリケーションプラットフォームが提供する機能では、仮
想化されたIT環境のインスタンスを単純に増やしただけでアプリケーション性能をリニアに拡張す
ることは難しい。

クラウドアプリケーションプラットフォームは、プラットフォームを伸縮する場合においても、発生する
トランザクションやデータを失うことなく安全に運用できることは重要である。これらの条件が必要な
背景には、クラウド環境で期待されるアプリケーションのソリューションのひとつに、ビッグデータを
活用する環境としての利用が考えられる。ビッグデータに対するソリューションへの期待は、大量のデ
ータを扱うための並列分散処理だけではなく、分散型のインメモリストアや非構造型のデータを
Key-Value-Storeで管理できるNoSQLソリューションとの連携が求められてきている。

ホワイトペーパー ： クラウドアプリケーションプラットフォームの条件
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このようにクラウドアプリケーションプラットフォームには、水平方向のスケーラビリティを活かし、ビ
ッグデータや大量トランザクションに効率良く対応できるアーキテクチャやソリューションが求められ
ている。

5. オープンなPaaSソリューションを提供されていること
PaaS（Platform as a Service）は、クラウド環境で提供されるアプリケーション開発環境と実行環境
を提供するサービスである。IaaS（Infrastructure as a Service）は、様々な実装方式はあるものの、
クラウド環境のインフラを提供するサービスとして既に実践されている。しかし、PaaSはまだまだ試
験運用段階のものが多く、エンタープライズで利用できるPaaS環境やハイブリッドクラウド環境に必
要なPaaS環境の要件の実現はこれからである。また、PaaSこそオープンなハイブリッドクラウド環境
を実現するための「要」であり、特定のクラウド環境や特定のハードウェア環境に依存すべきではな
い。PaaS環境は、オンプレミス環境から仮想環境、プライベートクラウドからパブリッククラウドで一
貫した共通環境を提供し、また、オープンであるべきである。

PaaS環境がオープンであることで、ハイブリッドクラウドをよりオープンなハイブリッドクラウド環境
として実現することができる。さらに、PaaSが提供するアプリケーション開発環境は、JavaEEだけで
はなく、PHPやPerl、Python、Ruby、Node.jsなど様々な開発言語がサポートされるべきであり、かつ
、ビッグデータを支えるNoSQLデータベースや物理環境に制約されないストレージソリューションな
どで構成されるべきである。このようにクラウドアプリケーションプラットフォームには、オープンな
PaaSソリューションも提供されていることが大切である。

6. クラウド環境を意識せず、オンプレミス環境と同等の開発生産性が担保されていること
クラウドアプリケーションプラットフォームは、アプリケーション開発者にクラウド環境やオンプレミス
環境を意識させることなく、オンプレミス環境と同等の開発生産性が担保されるべきである。オンプ
レミス環境からクラウド環境まで一貫したアプリケーションプラットフォームと開発環境を整えること
で、アプリケーション開発者はその違いを意識することなく開発を行うことができる。

また、クラウドアプリケーションプラットフォームには、企業の業務システムだけでなく、ソーシャルネ
ットワークサービスを提供するアプリケーションなど様々なソリューションを柔軟に展開することがで
きる基盤としても期待されている。そのため、クラウドアプリケーションプラットフォームの開発環境
は、モバイル端末を含むマルチデバイスに対するソリューションを提供している必要がある。

7. オンプレミス環境とクラウド環境を跨がった高度なシステム連携ソリューションを提供していること
クラウドアプリケーションプラットフォームは、オンプレミスとクラウドを跨がった高度なシステム連
携ソリューションを提供できている必要がある。具体的には、オンプレミス環境にある既存の業務ア
プリケーションや導入済のERPに対し、既にSaaSとして利用できるクラウド上のアプリケーションや
将来クラウド上に構築される固有のアプリケーションなど様々なシステムと高度に連携できる必要が
ある。

そのための連携方式としては、単純なCSVファイルの抽出/転送/ロードによる連携だけでなく、ESB(
エンタープライズサービスバス)を経由したサービスオーケストレーションや業務プロセスに連動し
たBPMシステムなど高度なシステム連携ソリューションなどがある。また、データ統合の観点からクラ
ウドを跨がる複数のシステムから仮想的なデータビューを構築する仮想データベース統合のような
ソリューションもあった方が良いかもしれない。

jp.redhat.com
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8. オープン & オープンソースであること
当然ではあるが、クラウドアプリケーションプラットフォームは、完全なオープン環境を提供すべきで
ある。つまり、クラウドアプリケーションプラットホームは、ユーザによるIT環境の選択（オンプレミス
なのか、プライベートクラウドなのか、パブリッククラウドなのか）に対して、いずれにも対応できるべ
きである。アプリケーションプラットフォームを特定のハードウェアや特定のソフトウェア環境と垂直
統合したソリューションを提供することで驚異的なパフォーマンス向上を実現する手段もあるが、こ
れはクラウドアプリケーションプラットフォームとは呼べない。クラウドアプリケーションプラットフォ
ームは、オンプレミス環境だけでなく、仮想環境やプライベートクラウド、パブリッククラウドなどすべ
てにおいてオープンでなければならない。驚異的なパフォーマンスは、水平方向のスケーラビリティ
とリニアに性能向上できるソリューションを組み合わせることで対応できるところもある。

また、クラウドアプリケーションプラットフォームは、オープンソースとして提供されなければならな
い。事実、オープンソースソフトウェアは、世界中のクラウドビジネスの成長の根源を支えており、クロ
ーズドソースや高額なソフトウェアライセンスが必要なコンポーネントの活用では、クラウドビジネ
スは成り立たない。オープンソースソフトウェアの提供モデルは、小規模からのクラウドビジネスだけ
でなくスケールアウトが想定されたクラウドビジネスをIT環境から支えているのである。

9. オンプレミス、仮想、クラウドのすべて環境に対応したOSソリューションと共に提供されること
クラウドアプリケーションプラットフォームがオンプレミス環境、仮想環境、クラウド環境などすべて
の環境に対応したOSソリューションと共に提供されることは非常に重要である。ハイブリッドクラウ
ドを実現するためには、オンプレミス環境からクラウド環境まで一貫した共通IT基盤の構築が必要に
なる。その場合、IT基盤を支える基本ソフトウェアであるOSが共通であることは、その根幹を成す。

その点で一部の特殊なハードウェアに最適化されたOSに依存したアプリケーションプラットフォーム
では、オープンなハイブリッドクラウド環境は構築できない。また、アプリケーションプラットフォーム
の視点からこの一貫性を考えた場合、クラウドアプリケーションプラットフォームがクラウドに対応し
たOSに最適化されていることは重要である。

10. 長期間のエンタープライズ向けサポートが提供されていること
クラウドアプリケーションプラットフォームは、オープンなハイブリッドクラウドを支えるエンタープラ
イズIT環境であるため、当然、高度なエンタープライズ向けサポートが長期間に渡り提供されている
ことは、非常に重要である。クラウドアプリケーションプラットフォームは、オンプレミス環境にあるの
かクラウド環境にあるのかに関わらず、長期間の安心できるサポートが提供されることで、企業アプ
リケーションのクラウド環境への移設を推進することができる。

このようにクラウドアプリケーションプラットフォームは、従来のアプリケーションプラットフォームの機能
に加えて、クラウドの特性に合致した様々な追加要件を満たさなければならないことがわかる。つまり、こ
れまでのアプリケーションプラットフォームをそのままクラウド環境やハイブリッドクラウド環境に適用す
るという考え方を改め、今後はクラウドに最適化されたアプリケーションプラットフォーム、いわゆるクラウ
ドアプリケーションプラットフォームの導入を検討すべきである。そのためには、これまで利用してきたアプ
リケーションプラットフォームが、前述の10の条件に対してどれくらい適合しているかを判定する必要があ
るだろう。

ホワイトペーパー ： クラウドアプリケーションプラットフォームの条件
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Red Hat のクラウド戦略
レッドハットは、2012年の年次カンファレンス「Red Hat Summit & JBoss World 2012」で、レッドハット 
のクラウド戦略について語った。その中では、これまでレッドハットがリードしてきたエンタープライズオー
プンソースソフトウェア(Enterprise OSS)がIT業界のパラダイムシフトを引き起こし、続いて企業IT基盤の
クラウド環境へのパラダイムシフトの原動力の１つになっていることが説明された。また、クラウド環境は、
オープンであるべきであり１社にロックインされるような環境は本来のクラウド環境ではないとしている。

そして、現在のクラウド環境は、独自の環境への依存性が高く、一度足を踏み入れたクラウド環境から抜け
出せなくなっていることも指摘している。オープンなクラウド環境のあるべき姿は、既存のオンプレミス環
境からプライベートクラウドやパブリッククラウドを自由に行き来できるオープンなハイブリッドクラウド
環境、つまり、オープンハイブリッドクラウド環境を提供することである。このオープンハイブリッドクラウド
は、企業のオンプレミス環境からクラウド環境までを一貫したIT基盤で構築するための基盤技術であり、レ
ッドハットは、この基盤技術にエンタープライズオープンソースソフトウェアを提供することでその環境構
築の実現を目指している。以下に、このオープンハイブリッドクラウドを実現するための各種コンポーネン
トの概要を示す。

Red Hat Cloud が提供する製品ポートフォリオ

一貫した環境 認定クラウドプロバイダオンプレミス

OpenShift Enterprise PaaS

JBoss Enterprise Middleware

CloudForms ハイブリッドクラウド管理基盤(IaaS)

Red Hat Enterprise Linux

Red Hat Enterprise  Virtualization

Red Hat Storage

jp.redhat.com

レッドハットのクラウド戦略とソリューション
それではここで、レッドハットのクラウド戦略とクラウドアプリケーションプラットフォームに欠かすことのできない
ソリューションを紹介する。レッドハットのクラウド戦略を理解したうえで、JBoss EAP 6が如何にクラウドアプリケー
ションプラットホームに適しているかを検証する。

● OpenShift Enterprise PaaS
OpenShift PaaSは、レッドハットが進めているPlatform as a Serviceソリューションである。
OpenShift PaaSは、PaaS環境としては業界で初めて完全なJavaEE6の基盤をサポートしているだけ
でなく、RubyやPHP、Python、Perl、Node.jsなど他の言語も選択できる柔軟性を提供している。また、
PostgreSQLをはじめとする複数のOSS DBや非構造型/NoSQL DBの代表格であるMongoDBなども
選択でき、アプリケーションの開発環境から実行環境、データベースまで環境を一貫した操作性で簡
単にクラウド上に構築することができる。

このOpenShift PaaSは、2012年のRed Hat Summit & JBoss World で、新たな戦略展開の発表が
あった。それがOpenShift Enterprise PaaS である。OpenShift Enterprise PaaSは、パブリッククラ
ウドを想定していたOpenShift PaaSの環境をプライベートクラウドやオンプレミスの開発／実行環
境に展開できるソリューションを提供する。これによりOpenShift PaaSを利用する企業は、パブリック
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クラウドからプライベートクラウド、オンプレミスまで一貫したアプリケーションプラットフォームを提
供できるようになる。

仮想化

ホワイトペーパー ： クラウドアプリケーションプラットフォームの条件

OpenShift が提供するPaaSサービス

● JBoss Enterprise Middleware
JBoss Enterprise Middlewareは、企業のIT基盤を支えるエンタープライズオープンソースミドルウェ
ア製品の総称である。JBoss Enterprise Middlewareは、前述の最新のJava EEに準拠したアプリケ
ーションプラットフォーム、JBoss EAP 6だけでなく、ビジネスルール実行機能を搭載したBPM基盤、
CEP基盤、エンタープライズサービスバス、BPEL基盤、仮想データ統合基盤、高速メッセージング基盤
、インメモリデータグリッド、エンタープライズポータル基盤など数多くのミドルウェアソリューション
基盤を提供する。これらのミドルウェアソリューションは、オンプレミス環境からクラウド環境までを一
貫した統一アプリケーション基盤として適用でき、水平方向へのスケーラビリティ、高速性能、機敏性、
柔軟性を提供する。

JBoss
Developer
Studio 

Maven

Hibernate

Web
Framework
Kit

JBoss Enterprise Portal Platform（EPP） 

JBoss Enterprise 
BRMS

（BRMS）

JBoss Enterprise 
SOA Platform
（SOA-P）

JBoss Enterprise Application Platform（EAP）

Red Hat
Messaging

（Messaging）

JBoss
Data Grid
（JDG）

Red Hat Enterprise Linux, Unix, Windows

JBoss
Operations
Network
（JON）

JBoss Enterprise 
Data Services
（EDS）

Red Hat Services

DESIGN & DEVELOP RUN & EXECUTE MANAGE

Amazon
EC2

Red Hat Enterprise
Virtualization

Microsoft
Hyper - VOther VMWare

Public Private

JBoss Enterprise Middleware の製品ポートフォリオ
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以下に、クラウドアプリケーションプラットフォームで最も重要な基盤となるJBoss EAP 6 、JBoss Data Gridおよび、
JBoss Developer Studioを紹介する。

前述のとおりJBoss EAP 6は最新のJavaEEに準拠したアプリケーションサーバーである。併せて、標準でクラスタ
リング機能、メッセージング機能、キャッシュ機能、標準のアプリケーション開発フレームワークであるJSFやCDI 
なども利用でき開発生産性にも優れている。しかし、JBoss EAP 6の最も注目すべき特長は、やはり究極的な軽量
化を実現し、業界のどのアプリケーションサーバーよりも高速な起動を実現し、水平方向のスケーラビリティを実
現したことある。簡単なアプリケーションであれば、初期起動メモリを50MBに設定しても正常に動作し、起動時
間も3秒以内で起動できる。これは、他のアプリケーションにはない軽量性能である。また、完全にモジュール化
されたアーキテクチャで構成されているため、不要なコンポーネントを削除すると、7MBのメモリでも十分稼働
できる。JBoss EAPの特長は、次の通りである。

JBoss Enterprise Application Platform 6.0

● 軽量／高速起動を実現するクラウド対応アーキテクチャを提供し、水平方向への高いスケーラビリティ  
　 性能を提供
● 最新のJava EE仕様に準拠。標準でクラスタリング、キャッシュ機能、高速なメッセージング機能、エンター
　 プライズWebサービス機能を提供
● エンタープライズレベルの要求に応えることのできるセキュリティサービスを提供
● JBoss Developer Studio を利用でき、標準仕様であるJSF/CDI/JPAによる高い開発生産性を実現
● オープンソースフレームワークとして人気の高いSpring、Struts、 Hibernateフレームワークをサポート。
　 また、RIAアプリケーション開発のためにRichFacesやGoogle Web Toolkit などのコンポーネントも
　 サポートされる
● カスタマイズ性の高いモジュールアーキテクチャを提供。既存コンポーネントの削除だけでなく、新しい
　 モジュールを追加するなどアプリケーションサーバーそのものをカスタマイズすることができる
● ドメイン管理機能やコマンドラインインターフェースによる複数サーバーの一括管理などの新機能に
　 より、運用管理性能を向上。付属サブスクリプションにより JBoss Operations Network を活用した、高性
　 能な運用監視、モニタリング機能、警告機能を提供

このような特長を持つJBoss EAP 6は、クラウド時代の企業アプリケーションプラットフォームとして、企業IT基盤
に次のようなクラウドソリューションを提供する。

● 軽量／高速を実現したクラウドアプリケーションプラットフォーム
JBoss EAP 6は、クラウドに最適化された軽量／高速なJavaEE完全対応のアプリケーションサーバ
ーである。既に説明されているとおり、簡単なアプリケーションであれば50MBのメモリ割り当てでも
動作でき、起動時間も3秒以内を実現している。また、インメモリデータグリッド環境を提供するJBoss 
Data Grid 6と組み合わせることで、リニアにスケールできる柔軟な伸縮性能を提供する。

この軽量、高速、グリッド環境は、水平方向へのスケーラビリティを求めるクラウド環境のアプリケー
ションプラットフォームの要件を満たしている。また、標準サブスクリプションですべての機能を利用
できるため、高価なソフトウェアライセンスで諦めていた従来型のアプリケーションサーバーの最上
位のエディション製品とほぼ同等機能のアプリケーション実行環境を5年で約1/10の低コストで導入
できる。

クラウドのメリットは、小さいスケール（少ないリソースおよび少ないコスト）から始められて、必要に
応じてスケールを拡張できることにある。それは、機能制約による低コストでの実現ではなく、完全な

jp.redhat.com
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ホワイトペーパー ： クラウドアプリケーションプラットフォームの条件

機能を利用できる環境で水平方向へのスケーラビリティを実現することにある。JBoss EAP 6は、ま
さにこの条件を機能面とコスト面から提供するクラウドアプリケーションプラットフォームである。

● オンプレミスからクラウドまで一貫したアプリケーション基盤を提供
JBoss EAP 6が提供する軽量／高速なアプリケーションプラットフォームアーキテクチャは、オンプレ
ミスから仮想環境、クラウド環境までの一貫した統一アーキテクチャを提供する基盤としても活用で
きる。Red Hat Enterprise Linux と組み合わせれば、アプリケーション開発者だけでなく、システム
運用管理者も含めて、オンプレミスやクラウドを意識することなく統一アーキテクチャのもとでアプリ
ケーションの開発と運用を実現できる。一貫した統一アーキテクチャは、個別の環境に合わせた技術
者を確保しなくて良いという点でコストメリットは大きい。

また、レッドハットが提供するOpenShift Enterprise PaaS により、完成されたアプリケーションの開
発と実行基盤をオンプレミスからクラウド環境まで利用できるようになる。オープンハイブリッドクラ
ウドを実現するためには、オンプレミスとクラウド環境の双方に共通化できるOS環境、ストレージ環
境、データベースを含むアプリケーションプラットフォームが必須要件である。JBoss EAPは、クラウド
アプリケーションプラットフォームとしてオンプレミスからクラウドまで一貫したアプリケーション基
盤を提供する。

一貫したアプリケーション基盤を提供するJBoss EAP6

● クラウドに対応したサブスクリプションモデル
レッドハットが提供するJBoss製品のサブスクリプションモデルは、クラウド環境に柔軟なサブスクリ
プションモデルとなっている。１つのサブスクリプションで１Coreから16Coreまで柔軟にスケール
アウトできることが想定されている。そのため、軽量/高速化されたJBoss EAP 6 は、最小構成のITリ
ソースを割当てたアプリケーションプラットフォームをトランザクション量や負荷に合わせて簡単に
水平方向にスケールアウトできる。その際、レッドハットのJBoss製品のサブスクリプションモデルは、
16Coreという幅のあるコストモデルにより追加コストを発生させることなく、スケールアウトできる
環境を利用できる。もしくは、予測可能な追加コストの範囲でシステム環境を運用することができる。
このようなサブスクリプションモデルは、クラウド環境でのシステム運用にとって好都合である。

● 最大で10年間のサポートが利用可能
JBoss EAP 6は、標準で7年間のサポートを提供するだけでなく、３年間の延長サポートを追加で利
用することができる。これにより、最大で10年間の製品サポートを受けることができるため、長期間の
サポートを必要とする企業向けのミッションクリティカルなアプリケーションプラットフォームとして
利用することが可能になった。クラウドアプリケーションプラットフォームとして、オンプレミス環境か
らクラウド環境まで一貫したアプリケーションプラットフォームが長期間に渡りエンタープライズレベ
ルのサポートを受けられることは、非常に価値がある。

JBoss Enterprise Application Platform 6

Application Application Application Application

物理環境　　　　仮想環境　　プライベートクラウド　パブリッククラウド

移行移行移行
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JBoss Data Grid 6 
クラウドシステムが企業に浸透するとともに、企業ITはソーシャルネットワークやマルチメディア情報のよ
うな非構造型データを扱う機会が増えている。一方でこれまでの構造化された企業データも日々増え続け
ており、戦略的な企業アプリケーションには、これらの大量なデータを効率良く取り扱えるソリューションが
必要になってきている。これを象徴するかのように、ガートナーでは以下のような予測を発表している。

このようなインメモリデータグリッドは、スマートフォンやタブレットPCなどマルチデバイス環境下での急
速に増加するユーザセッション情報の管理やグローバルレベルでの出荷情報のトラッキング管理、大規模
なソーシャルビジネスにおけるコンテンツ配信環境の構築など様々な要望に応えることができるハイパフ
ォーマンスなインメモリデータストレージ環境を提供する。

一般的なデータベースやデータストレージのみのソリューションでは、このような要望に対してハイパフォ
ーマンスなソリューションを提供することは難しい。最近では、このような課題に対してハードウェア性能と
垂直統合したソリューションも注目されているが、ハイブリッドクラウドのようにオンプレミス環境とクラウ
ド環境を一貫したソリューションとして利用することは考え難い。レッドハットは、このような課題に対して
JBoss Data Grid 6 を利用することで柔軟に対応できるソリューション基盤を構築することを提案する。

JBoss Data Grid 6は、単純に拡張できるKVS（Key-Value-Store）型の分散インメモリデータベースであ
る。JBoss Data Grid 6が提供する分散インメモリデータベースは、大量の非構造型データを扱うことがで
きるNoSQLソリューション／KVSを提供し、大量データへのアクセスが必要な環境下でアプリケーションの
パフォーマンスを大幅に改善するソリューションを提供する。JBoss Data Grid 6 の最大の特長は、リニア
にスケールできる大規模なインメモリデータグリッド環境を様々なアプリケーションインターフェースを介
して提供できることである。JBoss Data Grid 6の主な特長は以下の通り。

● リニアにスケールでき、かつ、可用性／信頼性の高いインメモリデータグリッド/KVSを提供
JBoss Data Grid 6は、インメモリデータグリッドのための
最新アーキテクチャを提供しており、グリッドノードの増
強とともにリニアにスケール可能である。また、グリッド
上のデータを安全にキャッシュするとともに、レプリケー
ション機能、複数クラスタ対応、トランザクションに対応し
た永続化機能にも対応している。これらの最新アーキテ
クチャの提供により、グリッドノードの動的な追加や縮小
にも対応した伸縮性のあるアーキテクチャを提供し、同
時に、可用性と信頼性を兼ね備えたインメモリKVS環境
を提供する。

SOURCE Predicts 2012 
Cloud and In Memory Drive Innovations in Application Platforms

Gartner 2012

2014年までに40%以上の大企業が
１つ以上のインメモリデータグリッド環境を持つだろう。

Memcached
Client

HotRod
Client

REST
Client

DG Node

DG Node

DG Node

DG Node

DG Node

jp.redhat.com

リニアにスケールできるKVSを提供するJBoss Data Grid 6
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● 多彩なインターフェース、アーキテクチャに対応
JBoss Data Grid 6は、MemcachedやHod Rod、REST Webサービスなどのインターフェースを提
供しているため、Javaアプリケーションからの利用だけでなく、.NETやPythonなどのアプリケーショ
ン、Webサービスを利用している様々なアプリケーションからもJDGの大規模なグリッド環境を利用
することができる。また、動作モードとしてクライアント̶サーバーモードがあり、アプリケーションプ
ラットフォームのバックエンドに大規模なグリッド環境を提供する場合だけでなく、Javaのライブラリ
としてアプリケーションに組み込むアーキテクチャでの利用方式もサポートする。この組み込みモー
ドを利用するアーキテクチャでは、通常の大規模インメモリKVSデータストアとしての利用方式だけ
でなく、分散ノードでのデータ処理や最近注目を浴びている分散処理技術「MapReduce」の利用が
可能である。これらの機能を利用することで、アプリケーション性能を劇的に向上することができる。

● 大規模インメモリKVS環境の低価格化を実現
これまで規模の大きなインメモリデータ環境を構築するためには、プロプライエタリなキャッシュ基
盤ソフトウェアやインメモリデータベースなどの製品導入が必要であり、その環境準備と運用コスト
は非常に高額な投資を必要とした。しかし、JBoss Data Grid 6は、オープンソースソフトウェアライ
センスとして提供されるため、大規模インメモリKVS環境を低価格で実現することができる。5年間の
TCOで比べた場合、典型的なモデルの導入に比べて約1/5の低いコストで導入できる。

また、JBoss Data Grid 6 の実装技術は、JBoss EAP 6の2ndレベルキャッシュとして利用されており、
JBoss EAP 6での高速なキャッシングエンジンとしても機能する。さらに、大量のデータベースアクセス
などで発生するバックエンドデータストアへの大きなパフォーマンスボトルネックを、JBoss Data Gird
で構築された大規模な分散型のインメモリKVSにデータを移すことで、アプリケーションのパフォーマン
スを大きく向上することができる。これは、クラウド環境に求められる水平方向へのスケーラビリティや
伸縮性能を安全にかつ容易に実現するアーキテクチャを提供する。

ホワイトペーパー ： クラウドアプリケーションプラットフォームの条件

JBoss Developer Studio 5 は、Javaアプリケーション開発の標準的な環境であるEclipse にJBoss 
Enterprise Middleware の製品ポートフォリオすべての開発生産性を高めるツールがプラグインされて
いる。JSFやCDI、EJB3のなどJava EE6のアプリケーション開発だけでなく、AJAXをベースとした
RichFacesやGoogle Web Toolkit、HTML5のアプリケーション開発などRIAアプリケーションのためのコ
ンポーネント開発支援ツール、モバイルディバイスに対するアプリケーション開発支援ツール、そして、最
新のユニットテスト支援ツールなどが提供されている。また、JBoss Developer Studio 5からは、レッドハ
ットが展開するOpenShift PaaSの開発環境と連携できるソリューションも提供している。JBoss Devel-
oper Studio 5で開発されたアプリケーションは、その開発環境からOpenShift PaaSに簡単にデプロイで
きる。この機能の提供により、アプリケーション開発者は、開発したアプリケーションをオンプレミス環境や
クラウド環境を意識することなくアプリケーションを配備することができる。また、JBoss Developer 
Studio 5が提供する次世代のテスト支援ツール(Arquillian)とOpenShift PaaSで提供されているテスト
自動化の仕組み（Jenkins）連携することで、高度なアプリケーション開発のライフサイクルを実現できるよ
うになる。

JBoss Developer Studio 5 の概要
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JBoss Developer Studioがサポートする開発環境

上記で紹介したJBoss Enterprise Middleware製品群以外にも、レッドハットではクラウドアプリケーショ
ンプラットフォームを実現するための多くの製品が用意されている。

● Red Hat CloudForms
Red Hat CloudFormsは、IaaS（Infrastructure as a Service）型のオープンなハイブリッドクラウド
の構築と運用管理のための統合ソリューションを提供する。CloudFormsで構築された仮想環境は、
CloudFormsのカプセル化技術により、その仮想環境を社内仮想環境だけでなくプライベートクラウ
ドやパブリッククラウドな様々な環境に配備でき、単一操作でプライベートクラウドとパブリッククラ
ウドの仮想環境を一元管理することができるようになる。また、CloudFormsは、複数の仮想化テクノ
ロジへの配備をサポートしているため特定の仮想技術や特定のクラウド技術にロックインされること
はない。このようなCloudFormsが提供する機能の数々は、企業のハイブリッドクラウドの流れを促
進する。

ハイブリッドクラウド環境を構築するRed Hat CloudForms

仮想化 パブリック
クラウド

ハイブリッドクラウド

Deltacloud

VMware
vSphere

Red Hat
RHEV

Amazon
EC2
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● Red Hat Enterprise Linux
Red Hat Enterprise Linuxは、企業IT基盤を支えるサーバーOSである。金融システムのミッションク
リティカルなシステムの基盤OSとしての豊富な実績を持ち、信頼性、拡張性、スケーラビリティはもは
や揺るぎない。特に、従来のUNIXが垂直統合によるクラウド環境を押し進める一方で、オンプレミス
から様々な仮想環境、プライベートクラウドからパブリッククラウドまで一貫した共通のエンタープラ
イズOS基盤を構築できるのは、Red Hat Enterprise Linuxが最も有力である。

● Red Hat Enterprise Virtualization
Red Hat Enterprise Virtualizationは、Red Hat Enterprise Linuxに標準搭載されている仮想基盤
KVM(Kernel-Based Virtual Machine)を活用した大規模な仮想環境を効率良く運用管理できるソ
リューションを提供する。規模の大きな仮想環境（プライベートクラウド、パブリッククラウド）を構築
する場合、Red Hat Enterprise Linux/KVMとRed Hat Enterprise Virtualizationは、競合他社のソ
リューション以上にサーバ能力を最大限に引き出し、かつ、最も効率の良いTCOを実現するソリュー
ションを提供する。

● Red Hat Storage Server
Red Hat Storage Serverは、業界標準のx86サーバーを組み合わせることで、オンプレミス、クラウド
、またはハイブリッドクラウド環境でも利用できる革新的なネットワークストレージ環境を提供する。
非構造化データ量が増加し続けるにつれ、近年のビックデータ活用の視点において企業は、「コンピ
ューティング」と「データ」の両方を適切に管理する課題に直面している。しかし、コストパフォーマン
スやスケーラビリティの観点から、従来のハードウェア主体のストレージソリューションでは、このよ
うな要望への対応に限界がある。
Red Hat Storageは、Red Hat Enterprise Linuxの環境に構築され、多数のRed Hat Enterprise 
Linuxのストレージを一元的にプール化し論理的な大容量のストレージ環境を構成する。この大容量
ストレージは、あらゆる種類の非構造化データを容易に管理することができ、コスト効果の高いスト
レージソリューションを提供する。Red Hat Storage Serverは、業界をリードする拡張性、可用性、そ
してパフォーマンスが高く、また、高度な柔軟性を併せ持つストレージソリューションである。

ホワイトペーパー ： クラウドアプリケーションプラットフォームの条件
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この表からもわかるように、JBoss EAP 6は、クラウドアプリケーションプラットフォームの10の条件を満た
している。しかし、他社のアプリケーションサーバーで比較した場合、すべての評価基準でこのクラウドアプ
リケーションプラットフォームの条件に合致することは難しいことがわかる。

クラウド環境に適したアプリケーションプラットフォームは、これまでの機能を継承しつつ、プラットフォー
ムの軽量化／高速化をはじめ、クラウド環境の性質に適した機能やソリューションへの対応が必要になる
。そのため、これまで提供されてきたアプリケーションサーバーには大幅な改良だけでなくPaaSを含んだ
クラウド環境も合わせて整備が必要になり、各社の対応に大幅な時間が必要になってきているのである。
この点において、レッドハットは、今回のJBoss EAP 6のリリースにより、まさしくこの大幅な改良を業界で
最も早く施し、新しい製品市場への先駆けとなるクラウドアプリケーションプラットフォームを誕生させた
のである。このように総合的な観点からJBoss EAP 6は、業界唯一のクラウドアプリケーションプラットフォ
ームであることは間違いない。

クラウドアプリケーションプラットフォームの条件に対する比較

◎：適している  ○：同等機能は保有　△：改善課題あり　×：機能無し

 クラウドアプリケーションプラットフォームの条件  JBoss EAP6 A社 　　　B社       　　C社
1 Java EE対応であること  Java EE6 Java EE6 　Java EE6　　×
2 軽量であること  ◎ ○ 　　　   △　　　  △
3 機敏かつ高速であること  ◎ ○ 　　　   ×　　　  △
4 水平方向のスケーラビリティに対応できること  ◎ ◎ 　　　   ◎　　　  ◎
5 オープンなPaaSソリューションを提供されていること  ◎ × 　　　   ×　　　  ◎
6 クラウド環境を意識せず、オンプレミス環境と同等の開発生産性が  ◎ ◎ 　　　   ◎　　　  ◎
 担保されていること
7 オンプレミス環境とクラウド環境を跨がった高度なシステム連携ソリューション ◎ ◎ 　　　   ◎　　　  ×
　　  を提供していること
8 オープン & オープンソースであること  ◎ × 　　　   ×　　　  ◎
9 オンプレミス環境、仮想環境、クラウド環境のすべてに対応したOS  ◎ ×  　　　  ×　　　  ×
 ソリューションと共に提供されること
10 長期間のエンタープライズ向けサポートが提供されていること  ◎ ◎ 　　　   ×　　　  ×

JBoss Enterprise Application Platform 6が
クラウドアプリケーションプラットフォームに最適である理由

クラウドアプリケーションプラットフォームの検証

JBoss EAP 6は、2012年6月、クラウド対応アーキテクチャ（Cloud Ready Architecture）を備えた最新の
Java EE 6の仕様に準拠したアプリケーションサーバーとしてリリースされた。このJBoss EAP 6のスロー
ガンは、「Easy into Cloud with SLIM, SLEEK Application Platform」、つまり、「スリムでスマートなアプ
リケーションプラットフォームでクラウドへの移行を容易にする」である。この結果、これまでのどのアプリ
ケーションサーバーより軽量／高速なアプリケーションサーバーとなった。しかし、JBoss EAP 6は、単なる
軽量アプリケーションサーバーとしての改良だけではなく、クラウド時代の最適なアプリケーションプラッ
トフォーム、つまり、クラウドアプリケーションプラットフォームとして進化を成し遂げた。ここでは、前述のク
ラウドアプリケーションプラットフォームの条件に照らし合わせ、JBoss EAP 6がクラウドアプリケーション
プラットフォームに最適であることを検証してみる。また、市場にあるいくつかのアプリケーションサーバー
がこれらの条件にどこまで適しているかも評価してみた。

jp.redhat.com
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以上のようにレッドハットのクラウド戦略と各製品の進化を見渡すと、それはレッドハットが歩んできた路
線をさらに前進させたものであることがわかる。

かつて企業がLinuxを利用する場合の用途は、Web／メールサーバーやファイルサーバーなどにのみ限定
されていた。しかし同社は2002年にRed Hat Enterprise Linux（RHEL）をリリースすることで、Linuxをそ
れまでのように単なるオープンソースソフトウェアのOSではなく、エンタープライズ利用に耐えうるOSに
進化させた。

さらに2009年には、クラウドプロバイダー向けの認定プログラムの提供を開始するなど、RHELをクラウド
サービスに適用するためのさまざまな支援を展開してきた。これにより、エンタープライズOSをクラウドで
も気軽に利用できるようになった。

今回リリースされたJBoss EAP 6やその他の戦略発表によって、企業のアプリケーションプラットフォーム
を真のクラウドアプリケーションプラットフォームにまで進化させたのである。もはや、これまでの重量級ア
プリケーションサーバーは、オープンではあるがレガシー基盤になりつつある。JBoss EAP６は、軽量／高
速という特長を活かし、その他のソリューションと併せて、オンプレミス環境とクラウド環境の技術的な垣
根をなくし、“企業のアプリケーションプラットフォームをクラウドに開放する”環境を提供するソリューショ
ンを提供する第１歩になる。─これこそ、レッドハットの真の狙いなのである。

なぜ、レッドハットのソリューションか？

まとめ

ホワイトペーパー ： クラウドアプリケーションプラットフォームの条件
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クラウドアプリケーションプラットフォームの登場は、十数年に一回発生しているアプリケーションプラット
フォームの新しい革新である。企業IT環境がオンプレミスとクラウド環境を併用し安全で効率の良い企業
IT環境を構築するためには、オープンハイブリッドクラウド環境を目指すべきである。レッドハットのクラウ
ド戦略は、このオープンハイブリッドクラウド環境の構築を可能にするための基盤ソリューションを提供し
ていくことである。その中で、クラウドアプリケーションプラットフォームは、オンプレミスとクラウド環境に
一貫した共通アプリケーション基盤を提供する最も重要なソフトウェア基盤に位置づけられる。

JBoss EAP 6は、まさにこの「要」になる新しい市場のミドルウェアソリューションを提供する。また、JBoss 
Data Grid 6やJBoss Developer Studioは、企業のクラウドアプリケーションとしての性能向上や開発生
産性を含めたクラウド化を促進する強力なソリューションを提供する。今後、企業アプリケーションがクラ
ウド時代の恩恵を受けるためには、レッドハットが掲げるオープンソースソフトウェアを中心に、オープン
なクラウド環境を構築することを検討して頂きたい。そうすることで、企業IT基盤やアプリケーションプラッ
トフォームは、いずれかのベンダーにもロックインされることないオープンなクラウド環境を利用でき、オ
ンプレミスの混在した環境下でも最も効率良く、かつ、安全に運用できる環境を構築できるに違いない。

これからの企業経営には、ますます激化するグローバル競争への対応が求められる。そこでは、より迅速な
意思決定と柔軟な対応が必須となる。それらを実現して企業が競争力を維持するためには、当然のことな
がら効果的なITの活用が欠かせない。スピードとスケーラビリティを備えたIT環境であるクラウドに注目が
集まる理由もここにある。企業がクラウドを本格的にビジネスに生かそうとするとき、JBoss EAP 6をはじ
めとした、レッドハットが提供する数々のクラウドソリューションが、その力強い支柱となるに違いない。

おわりに
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